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総
務
省
は
五
月
四
日
、「
子
ど
も
の

日
」（
五
月
五
日
）に
合
わ
せ
、子
ど
も
の

数（
四
月
一
日
現
在
の
十
五
歳
未
満
人

口
）が
、前
年
に
比
べ
三
五
万
人
少
な
い

一
、三
六
六
万
人
、四
四
年
連
続
の
減
少

で
過
去
最
少
と
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

　
そ
の
結
果
、二
〇
二
五
年（
四
月
一
日

時
点
）の
総
人
口（
一
億
二
、三
四
〇
万

人
）に
占
め
る
割
合
は
、前
年
比
〇
・
二

ポ
イ
ン
ト
低
下
の
一
一
・
一
％
で
過
去

最
低
。子
ど
も
の
数
は
、一
九
五
〇
年
に

二
、九
四
三
万
人
で
総
人
口
に
占
め
る
割

合
も
三
五
・
四
％
と
三
分
の
一
を
超
え

て
い
た
が
そ
の
後
、第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
期
の
出
生
児
数
増
加
を
経
て
減
少
が

続
き
、二
〇
一
五
年
に
は
一
、五
九
五
万

人
と
一
、六
〇
〇
万
人
を
割
り
込
ん
だ
。

総
人
口
に
対
す
る
子
ど
も
の
割
合
は
、一

さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、

大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率

が
高
ま
る
こ
と
は
、高
卒
＝
技
能
労
働
者

に
な
り
う
る
母
数（
人
数
）が
人
口
の
減

少
に
輪
を
か
け
て
縮
小
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

　
更
に
高
卒
人
材
の
採
用
を
止
め
て
い

た
全
国
ゼ
ネ
コ
ン
が
技
術
者
候
補
と
し

て
の
採
用
を
再
開
・
拡
大
し
始
め
た
こ

と
で
、中
小
元
請
け
と
専
門
工
事
業
が
高

卒
人
材
を
技
能
労
働
者
・
職
人
と
し
て

育
て
る
経
路
は
急
激
に
狭
ま
っ
た
。そ
の

結
果
が
外
国
人
材
に
頼
る
構
図
の
鮮
明

化
だ
。

　
躯
体
三
職
種
の
一
つ
、型
枠
大
工
の

全
国
団
体「
日
本
型
枠
工
事
業
協
会
」が

毎
年
行
っ
て
い
る
雇
用
実
態
調
査
で
は

近
年
、「
二
十
歳
か
ら
三
十
四
歳
」ま
で

の
年
齢
階
層
に
占
め
る
外
国
人
材
の
割

合
が
急
増
。今
や
若
年
層
入
職
者
の
う

ち
九
割
が
外
国
人
材
と
な
っ
て
い
る
。し

か
し
こ
の
外
国
人
材
の
大
半
は「
技
能
実

習
」の
資
格
で
在
留
期
限
も
あ
る
。そ
の

結
果
、型
枠
工
事
業
経
営
者
は
、技
能
伝

承
に
向
け
た
道
筋
が
見
え
な
い
こ
と
へ
の

不
安
を
抱
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
日
本
人
の
若
年
技
能
労
働
者
確
保
が

九
七
五
年
か
ら
五
一
年
連
続
の
低
下
と

な
っ
た
。い
わ
ゆ
る
少
子
化
だ
。

　
ま
た
四
月
一
日
現
在
の
子
ど
も
の
数

を
、年
齢
三
歳
階
級
別
に
見
る
と
、「
十

二
歳
～
十
四
歳
」が
三
一
四
万
人
、「
九

歳
～
十
一
歳
」が
三
〇
二
万
人
、「
六
歳

～
八
歳
」が
二
七
八
万
人
、「
三
歳
～
五

歳
」が
二
五
〇
万
人
、「
〇
歳
～
二
歳
」が

二
二
二
万
人
と
な
っ
た
。

　
子
ど
も
の
数
で
あ
る
十
五
歳
未
満
人

口
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、か
つ
年
齢

が
下
が
る
ほ
ど
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、日
本
の
労
働
力
人
口
全
体
の
縮

小
が
今
後
更
に
鮮
明
に
な
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

　
ま
た
見
る
角
度
を
変
え
る
と
、建
設

産
業
が
新
た
な
時
代
を
切
り
開
く
た
め
、

産
・
官
・
学
・
政
が
連
携
し
て
取
組
み

難
し
い
こ
と
へ
の
不
安
が
建
設
業
界
全

体
に
広
が
っ
て
い
る
の
は
、人
材
確
保
の

産
業
間
競
争
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
見
て
い

る「
製
造
業
生
産
労
働
者
」と
の
▽
賃
金

▽
労
働
時
間
▽
休
日
数
―
―
な
ど
処
遇

で
今
の
と
こ
ろ
す
べ
て
負
け
て
い
る
の
が

理
由
。

　
ま
た
仮
に「
製
造
業
生
産
労
働
者
」と

「
建
設
技
能
労
働
者
」の
処
遇
が
今
後
並

ん
だ
と
し
て
も
、人
材
確
保
の
競
争
が
拮

抗
す
る
か
ど
う
か
は
怪
し
い
。も
と
も
と

「
屋
外
」と「
屋
内
」と
い
う
働
く
環
境

が
違
う
か
ら
だ
。働
く
環
境
と
い
う
前
提

条
件
で
負
け
て
い
る
と
し
た
ら
、勝
つ
た

め
に
は
ど
こ
で
ど
う
何
を
補
え
ば
良
い
の

か
考
え
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

需
給
ギ
ャ
ッ
プ

深
刻
な
大
工
と
土
木

　
担
い
手
確
保
の
な
か
で「
技
術
者
」よ

り
も
深
刻
な
の
が「
技
能
労
働
者
」で
あ

る
こ
と
を
示
す
手
が
か
り
と
し
て
、建
設

経
済
研
究
所
の
レ
ポ
ー
ト
Ｎ
Ｏ
．
７
７

『
建
設
業
従
事
者
数
の
将
来
人
数
推
計

と
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
』が
あ
る
。こ
れ

は
国
勢
調
査
職
業
分
類
を
も
と
に
、土

を
強
め
て
い
る
、「
担
い
手
確
保
」に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
言
え
ば
、「
技
能
労
働
者

（
職
人
）」確
保
の
難
し
さ
だ
。文
部
科

学
省
の『
学
校
基
本
統
計
・
十
八
歳
人

口
と
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
推

移
』で
は
、「
十
八
歳
人
口
は
二
〇
〇
九

（
平
成
二
十
一
）年
か
ら
二
〇
二
〇（
令

和
二
）年
頃
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す

る
が
、二
〇
二
一
年
頃
か
ら
再
び
減
少
局

面
に
突
入
し
二
〇
四
〇（
令
和
二
十
二
）

年
に
は
約
八
八
万
人
ま
で
減
少
す
る
」と

予
測
。そ
の
一
方
で
、二
〇
一
九
年
時
点

の「
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
」

進
学
率
は
八
二
・
八
％
、「
大
学
・
短
大
」

進
学
率
も
五
八
・
一
％
に
上
る
こ
と
も

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

木
・
建
築
の「
建
設
技
術
者
」と
、建
設
・

採
掘
従
事
者
を「
技
能
労
働
者
」と
定
義

し
て
、生
産
年
齢
人
口（
労
働
力
・
十
五

歳
～
六
十
四
歳
）の
推
移
と
建
設
業
従

事
者
を
比
較
し
た
も
の
。

　
建
設
技
術
者
に
つ
い
て
は
、二
〇
二
〇

年
を
起
点
に
二
〇
三
五
年
に
は
北
海
道
、

東
北
、九
州
の
三
地
区
で
二
け
た
の
減
少

な
が
ら
全
国
平
均
で
は
一
三
・
八
％
の

増
加
と
予
測
。

　
こ
れ
に
対
し
技
能
労
働
者
は
同
じ
く

二
〇
二
〇
年
を
起
点
に
二
〇
三
五
年
に

は
全
地
区
で
二
け
た
の
減
少
と
な
り
全

国
平
均
で
二
一
・
六
％
の
減
少
と
な
っ

た
。こ
の
う
ち
職
種
別
は
、「
と
び
」が
全

国
平
均
で
一
・
三
％
と
増
加
し
た
一
方
、

「
大
工
」は
同
五
一
・
八
％
減
と
半
減
し

た
。ま
た
高
齢
化
が
顕
著
な「
土
木
従
事

者
」も
四
〇
・
五
％
減
と
減
少
率
が
大
き

か
っ
た
。「
大
工
」「
土
木
従
事
者
」と
も

に
、「
技
能
労
働
者
」全
国
平
均
の
倍
の

ス
ピ
ー
ド
で
減
少
が
進
む
形
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
日
本
建
設
業

連
合
会
は
、建
設
産
業
の
今
後
に
つ
い
て

提
言
す
る「
新
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」を
今
年

７
月
に
も
公
表
す
る
と
い
う
。一
〇
〇
万

人
に
上
る
技
能
労
働
者
の
大
量
退
職
時

高
卒
職
人
確
保

更
に
狭
き
門

　
つ
ま
り
労
働
力
と
な
る「
担
い
手
予
備

群
」人
口
は
減
少
す
る
が
、大
学
な
ど
高

等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
は
高
ま
っ
て
い

る
と
い
う
現
実
だ
。こ
の
こ
と
は
建
設
産

業
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

の
か
。

　
影
響
の
一
つ
は
、既
に
全
国
各
地
で

顕
著
に
な
り
始
め
て
い
る
が
、「
技
能
労

働
者（
職
人
）」確
保
の
難
し
さ
が
増
し

て
い
る
こ
と
だ
。建
設
産
業
界
の「
担
い

手
」確
保
課
題
の
対
象
は
大
き
く
分
け

て
、土
木
・
建
築
の「
建
設
技
術
者
」と
、

実
際
に
施
工
を
行
う「
技
能
労
働
者
」の

二
つ
あ
る
。い
ず
れ
も
人
口
減
少
に
よ
る

人
材
確
保
の
産
業
間
競
争
の
激
し
さ
に

代
到
来
と
そ
の
備
え
に
言
及
し
た「
建

設
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」公
表
か
ら
一
〇

年
。

　
日
建
連
は
労
務
賃
金
改
善
に
着
手
し

た
二
〇
一
三
年
の「
労
務
賃
金
改
善
等

推
進
要
綱
」、二
〇
一
五
年
の
日
建
連
ビ

ジ
ョ
ン
を
は
さ
み
、二
〇
一
六
年
に
は
労

働
力
減
少
を
補
い
供
給
力
維
持
に
必
要

不
可
欠
な
生
産
性
向
上
へ
向
け
た「
生
産

性
向
上
推
進
要
綱
」策
定
と
産
業
再
生

へ
向
け
た
取
組
み
を
け
ん
引
・
加
速
さ
せ

て
き
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
集
大
成
の
一
つ
が

民
法
の
基
本
原
則「
契
約
自
由
の
原
則
」

に
も
踏
み
込
む
形
で
、建
設
業
法
を
改

正
し
新
た
な
建
設
産
業
の
実
現
を
後
押

し
す
る
、中
央
建
設
業
審
議
会
が
作
成
・

勧
告
す
る「
標
準
労
務
費
」だ
。

　「
重
層
構
造
」「
賃
金
体
系
」「
業
務

の
繁
閑
」「
契
約
の
商
慣
習
」。乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
は
と
て
つ
も

な
く
高
く
分
厚
い
。し
か
し
こ
の
壁
を
壊

し
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
、産
業
存
続
の

源
泉
で
あ
る「
担
い
手
確
保
」は
で
き
な

い
。ま
ず
は
こ
の
覚
悟
を
関
係
者
間
で
共

有
で
き
る
か
ど
う
か
が
最
初
の
ハ
ー
ド
ル

だ
。
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